
世帯数 地域防災力強化推進補助金の活用 防災訓練 研修会 役員数 うち女性 人手不足 ノウハウ不足 訓練へ結びつかない スタッフ不足 提出が不明瞭 提出不要 その他

1 津 船頭町中南自主防災会 131 ○ 1 1 21 5
自主防災会設立時の会員世帯数が２０９に対し、現在は１３１と感じ、役員の
人数は多いが高齢化が進み、いざという時に役に立つかどうか？従って、令
和２年度に規約を見直し、続いて防災計画を見直す予定である。

規約があるにもかかわらず、役員のほとんどが知らないという実態でした。今
年会長に就任してこのような実態を知りました。高齢化が進んでおり、救出活
動等は２次災害の危険が多く無理。実態にあった規約・計画にするつもりで
す。

2 津 新町1丁目中自治会 160 × 1 1 ○ × ○ ○

3 津 町屋地区自主防災会 184 × 9 2 × × 高茶屋地区自治会連合会で防災訓練を実施

4 津 大谷町第3西自主防災会 147 × 0 1 4 2 ○ × ○ ○

5 津 綿内町自主防災会 150 × 0 0 4 0 × × ○ ○

6 津 栗真小川町自主防災会 170 × 1 1 6 0 × × ○

近隣の介護施設（みかんの里）と避難先の覚書を締結し、連携を行っている。また、R1.11.21
付けで、栗真地区自治会連合会と三重大学間で避難先として、三重大学を利用できる覚書
を締結した。（両者ともに津市の指定避難先に指定されていない。）
また、インフラ整備として、避難経路の安全確保（津北工事事務所）、廻向橋の耐震工事（津
北工事事務所）、氾濫防止のために、横川の浚渫（津北工事事務所、三重県津建設事務
所）等、行政の支援を受けて実施している。

7 津 修成町自主防災会 66 ○ 2 1 4 2 ○ ○

毎年、私達の地区の自主防災会主催で、要支援者を組のみんなで（共助）による避難支援
訓練を実施しています。※地区協議会主催の訓練にも参加致しております。※避難支援に
ついて　この人をこの人が助けに行く（マンツーマン）と決めると、支援者が不在時に突然災
害が発生した場合は助けに行けないので、組内の皆で助けあう「共助」と決めています。
※避難情報の周知について
発表があった場合には、自治会員全世帯の緊急連絡電話番号表を作成していますので、電
話にて周知のために、連絡致しております。

8 津 新町地区自主防災協議会 × 1 1 25 2 ○ ○
防災会の役員は高齢化が進み、避難所運営が活発になされることが難しい
面がある。来年度は、小学校のＰＴＡとタイアップして、役員が若がえし、活性
化を促したい。

9 津 分部自主防災会 95 × 1 0 7 0 ○

10 津 南ヶ丘垂水自主防災会 57 × 1 6 5 1 ○ × 南が丘地区全体として取組を進めているから
当地区では、南が丘地区全体として取組を進めており、南ヶ丘垂水としての
取組はありません。

11 津 敬和地区第９自主防災会 150 1 1 ○ ○
敬和地区全体⇒その一部として敬和公民館避難所運営委員会⇒その内の
一部として第９自主防災会があります。

12 津 八幡町中自主防災会 215 ○ 1 0 12 4 × × ○ 会長をはじめ、現職者が多いので、取り組む時間がない 自治会員の高齢化が進み、自治会の運営自体に問題が発生している。

13 津 弓之町自主防災会 65 × 1 0 11 9 × × ○ ○ ○

14 津 ポレスター大谷弐番館自治会 37 × 1 6 1 ○ × ○ ○

15 津 新町二丁目第一自治会 186 ○ 1 8 3 0 ○ ○
当自治会で保有する防災資材（例、浄水器、簡易トイレ、太陽光発電機等）を
住民が避難地で誰もが使えるように訓練を複数回実施の予定

16 津 十五所自主防災会 179 × 1 1 16 5 × ○
具体的なものは何もありません。現状は役員の意識変革と研修の実施のみ
です。今後は地域と自治会内の危険箇所の把握と避難訓練を考えていま
す。行政として自主防災会への指導があればよろしくお願いします。

17 津 上津台自主防災会 358 ○ 1 2 9 2 ○ ○
防災研修旅行の実施（神戸：人と防災未来センター）
防災訓練時に起震車による体験実施

18 津 小森向山苑自主防災会 155 ○ 1 5 0 ○ × ○
避難所が遠いために集会所を指定避難所外避難施設として活用できる体制
づくりをしている。

３　その他　事例
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19 津 修成地区旭ヶ丘自主防災会 201 ○ 2 1 6 2 ○ ○
防災訓練の実施については、「計画書」を作成し、訓練内容を周知します。そ
の後、訓練実施書を作成して理解を得す。

20 津 旭日自主防災会 200 × 0 0 3 1 × ○
希望はあるのですが、人員不足のため、なかなか出来ていません。町住民
の高齢化もあります。防災倉庫内の点検を兼ねて住民に防災用具の使い方
等を学んでいきたいと思います。

21 津 第１４自主防災会 375 ○ 1 1 10 3 ○ ○

敬和地区自主防災協議会　５３町総合合同訓練（住民等枝団体等）　令和元
年１１月実施　５０名
敬和地区自主防災協議会　５３町総合合同訓練（住民等枝団体等）　令和２
年１１月頃実施予定

22 津 殿村自治会 96 × 1 1 8 2 × × ○

23 津 第11自主防災会 145 ○ 1 2 8 5 ○ × ○ ○ ○ 地域内でも避難場所が遠方などの世帯が多く近隣で避難場所がない。

24 津 一身田西平野区自主防災会 124 × 0 1 2 1 × × ○ ○ ○

25 津 納所町自主防災会 85 ○ 2 2 2 1 × × ○ ○ ○ ○
自分達の地域は浸水に非常に敏感なところで、近くの避難所が除外されたの
で、住民がとまどっているので、何とかしなければと思っている。

26 津 西古河町第2自治会 50 × 2 4 3 ○ ○

27 津 欅ヶ丘団地自主防災会 62 ○ 1 1 8 1 ○ ○ 防災関係の講話、講習会や連合会の訓練に積極的に参加している

28 津 本郷町ニュータウン自治会 45 × 0 0 4 2 × × ○ ○ ○ ○

29 津 川田町自主防災会 495 ○ 1 1 9 1 × × ○ ○ ○ ○

30 津 第４自主防災会 194 ○ 1 12 8 × × ○ ○ ○
平成30年度までは、第４、11自主防災会による防災訓練を実施してきまし
た。
平成31年度は、敬和地区全体による防災、減災訓練を実施しました。

31 津 ロイヤルマンション津桜橋 50 ○ 0 2 4 1 × ○
実際の災害時には、その時点で居る人で対応せざるを得ない。
居住するマンション内に待機することが安全性を高める可能性もある。

32 津 柳山西町自主防災会（非公開） 10 × 0 0 3 2 × × ○ ○ ○ 世帯数が少なく老齢化のためできない。

33 津 桜田町自主防災会 350 ○ 1 10 3 × × ○ ○ ○

34 津 長常町自主防災会 150 × 1 1 5 1 ○ × 希望はあるが、具体的に整っていない。

35 津 池町地区自主防災協議会 82 ○ 1 1 6 1 × × ○ ○ ○

36 津 つつじが丘自治会自主防災会 630 × 0 1 8 0 ○ ○ 令和2年度取組予定
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37 津 片田久保町自主防災会 52 × 1 9 2 ○ ○ 救急時の防災具救助等の設備がとぼしい

38 津 第4自主防災会 40 × 1 2 1 × × ○ ○ ○ 自治会員の高齢化で計画しても実行出来ない

39 津 第15自主防災会 210 × 1 0 9 2 × × ○ ○ ○

40 津 三重県営一身田団地北の２自主防災会 150 × 1 31 20 × × ○ ○ ○

41 津 安東町跡部自主防災会 38 ○ 1 1 6 0 × × ○ ○
土鍋を使ったり、ハイゼックスを使ったりしての「炊き出し訓練」を実施した
が、とても意義を感じた。

42 津 大園町自主防災会 238 × 2 0 10 6 × × ○
防災訓練は、毎年他の地区と合同で行っているが、防災会（研修会）は行っ
たことがない。実施するための研修会があれば、参加しているが、まだまだノ
ウハウが不足しているので、機会があれば参加したい。

43 津 サンマンションアトレ青山自主防災会 33 ○ 0 0 1 1 × × ○ ○ ○

44 津 一身田緑宝区自主防災会 60 × 0 0 1 0 × × ○ ○ ○ ○
高齢化と役員のやり手がない。一身田小学校が近いので、何かあればすぐ
小学校へ逃げればよい。私の家から徒歩2分。５０ｍもない。遠い家でも10分
以内に一身田小学校へ避難できる。

小学校へ逃げる。そのため路上駐車をしない。させない。

45 津 江戸橋1丁目南自主防災会 91 × 1 1 3 1 × × ○ ○ ○ ○ ○ 住民の皆さんがあまり関心がありません。どのように？困っています。

46 津 津グリーンビレッヂ雲出自主防災会 141 ○ 1 0 8 6
防災台帳を作成し、緊急時の連絡先等を把握している。また地域内に有資
格者、技能者の把握に努めている。

47 津 栄町一丁目南北自主防災会 220 ○ 2 2 0 × × ○ ○ ○

48 津 御殿場自治会自主防災組織 740 ○ 0 4 9 0 × ○

49 津 西里の上北地区自主防災会 345 ○ 1 10 4 × × ○ ○ ○ ○
当自治会は持家世帯が３０％に至らず、共同住宅・借家が大半で、協力度・
参加意識が薄いため、統一した訓練や教育が困難です。

50 津 長岡町自主防災会 69 × 1 4 ○ × ○ ○ 煙体験ハウスの活用

51 津 阿漕町中自治会 220 × 1 1 6 3 × ○

52 津 片田長谷町自主防災会 12 ○ 1 5 2 × × 敬愛会との合同訓練を実施しているため、敬愛会に任せっきりの面がある。 毎年防災訓練を実施

53 津 米津北自主防災会 380 × 1 5 × × ○ ○ 集合住宅大半であり、意思疎通ができない。

54 津 上浜町六丁目西自主防災会 278 ○ 1 7 6 1 ○ ○
上浜町六丁目西自治会では、防災会を自治会独自の組織として運営してお
ります。従って、自治会役員は全員防災会役員を兼務し、各種会合（含総会）
も、自治会役員会終了後、防災会役員会と称して開催しております。
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55 津 大里地区東睦合自治会 42 ○ 1 0 15 1 ○ ○

地区内の自主防災は、毎年ではありませんが津北消防署にて消火器の取り
扱い、ＡＥＤ使用方法、タンカーの作り方と救助方法などを自治会の皆さんに
指導してもらっています。中々うまくいきませんがこれもなれればと思ってい
ます。

56 津 白塚団地第2自治会自主防災会 358 × 1 2 10 2 ○
防災計画策定予定はあるが、自主防災会そのものへの理解が得られていな
い。ノウハウを含め、２（３）の内容について、自主防災会へ説明を願いたい。

57 津 白塚団地第三自主防災会 130 × 1 0 5 5 × × ○ ○

58 津 島崎町自主防災会 302 ○ 1 1 11 8 × × ○ ○ ○

59 津 神納町土手自主防災会 36 × 1 1 × × ○ ○ ○ ○ 年配の人が多く、訓練に人が集まらない

60 津 白塚地区自主防災協議会 3600 ○ 2 2 5 1 ○ ○
令和１年度　白塚地区全員対象避難訓練
令和２年度　避難所運営訓練の予定

61 津 養正地区第１２自主防災会 279 ○ 1 9 0 × × ○ ○ ○

62 津 小森南第一自治会 135 ○ 1 1 5 0 × × ○ ○ ○ ○
電源不要の非常用手動式浄水装置　３０日間連続使用・総造水5,000ℓを設
置した。

63 津 小森上野町自主防災会 235 1 8 ○ ○ ○

64 津 広永、向井、四軒町自主防災会 89 × 1 10 1 × × ○

65 津 高野尾地区自主防災協議会 422 × 1 3 42 4 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

66 津 広明台自主防災会 257 ○ 0 1 28 4 × ○

67 津 結城東園自主防災会 240 × 1 0 16 7 ○ × ○

68 津 八町三丁目北自治会 90 × 1 1 11 2 ○ ×
防災倉庫点検整備を神納町土手自治会と行っている。谷川士清旧宅にて文
化財防火デーに合わせ、防災訓練

69 津 三重町自主防災会 137 × 0 0 5 1 × × ○ ○ ○

70 津 養正地区第５自主防災会 136 × 1 10 2 × × ○ ○

71 津 青谷第２自治会 196 × 1 0 9 2 × × ○ ○ ○ ○ 特にありません。現状体制がまだ不充分であるとは感じています。

72 津 東里の上第２自治会 57 × 1 0 5 2 ○ × ○ ○ ○ ○ ○
毎年、参加者が少ないので昨年は防災訓練の後でビンゴ大会をして、参加
者にギフトカードを進呈したら急に参加者が増えました。
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73 津 新町一丁目北自主防災会 45 ○ 0 0 1 0 × × ○
４５世帯中マンション・アパート２４世帯、子育て共働き９世帯は、地域活動に
関心が少なく、残１１世帯は高齢のため訓練への参加は難しい

74 津 養正地区第２自主防災会 195 × 1 2 22 2 ○ × ○ ○ ○

75 津 藤水自主防災会 235 × 0 1 6 1 × × ○ 高齢化が進んでいることから、人手不足、出不足等
藤水地区の自主防災協議会長等が積極的に推進してほしい（訓練や防災計
画等）

76 津 八町二丁目南西北自治会自主防災会 207 ○ 1 3 0 × ○
令和元年度、１．８ｍバールを６本購入し、３自治会に各２本ずつ配備し、共
助に資す予定。令和２年度は、①新町会館移転対応、②防災計画策定を予
定。

77 津 緑が丘自治会 537 × 1 0 12 7 × × ○ ○ ○ ○ ○

78 津 アトレ津ヒルズ防災・防犯委員会 70 ○ 1 17 6 × × ○ ○

79 津 八幡町西自治会 80 × 2 8 0 ○ ○ 令和２年度に推進補助金の活用の予定です

80 津 大谷町第３東自主防災会 139 × 0 0 1 × × ○ ○ ○ ○ ○

81 津 南が丘地区自主防災協議会 4300 ○ 4 10 42 4 ○ ○
最近、外国の方々の人口増加に伴い、避難訓練の時に意思疎通が出来るよ
うにマニュアルを作成し、安心して生活出来るように全員が心掛けて活動して
います。

82 津 柳山中里神明自治会 47 × 0 0 0 0 × × ○ ○

83 津 志登茂第２自主防災会 148 × 2 1 12 10 ○ × ○ ○ 役員が１年交代かつ、高齢化している現状をまず解決すべきと考えるため
志登茂第３及び志登茂第４自主防災会との合同訓練を２０年近く実施を続け
ている

84 津 大里野田町自主防災会 59 × 0 0 8 1 × × ○ ○ ○ ○

85 津 町屋町松ヶ枝自主防災会 62 ○ 3 0 3 0 ○ ○
令和元年度の事例　当防災会では１１月１７日連合（ドローン）、１２月１２日
国児学園（液状化）、２月２日松ヶ枝（伊勢湾台風）と３回防災訓練を行いまし
た。（）内は主な内容です。

86 津 プリマアベニュー垂水自主防災会 29 × 0 0 6 2 ○ × ○ ○

87 津 桜橋１丁目自主防災会 390 ○ 4 3 13 7 ○ × ○ ○
町内役員会で災害対応のマニュアルを毎年策定確認している。「地区防災計
画」といった立派なものではない。

88 津 南立誠地区自主防災協議会 3990 × 1 2 17 1 × × ○ ○ ○
南立誠地区協議会としては、これまで同様全体的な防災計画を策定するの
は困難。３６の自治会単位で各々の対応をお願いしているのが実情である。

89 津 新町二丁目第二自治会 101 × 1 4 × × ○ ○ ○ 計画としても参加人数を多く望めない。

90 津 コモンヒルズ西が丘自主防災会 63 ○ 0 0 4 0 × × ○



世帯数 地域防災力強化推進補助金の活用 防災訓練 研修会 役員数 うち女性 人手不足 ノウハウ不足 訓練へ結びつかない スタッフ不足 提出が不明瞭 提出不要 その他

３　その他　事例

防災活動の計画 地区防災計画の策定見込み

地域番号 地区防災計画を策定しない理由
自主防災組織名

（地区自主防災協議会）
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91 津 島崎東北自主防災会 156 ○ 1 1 27 21 ○ ○

92 津 泉ヶ丘自治会自主防災会 670 ○ 2 2 27 3 ○ ○ 別紙参照

93 津 八幡町北自主防災会 129 ○ 0 0 8 3 × ×
計画しても参加者が少ない。関心がない。過去の実施でも参加してくれる人
が少ない。

過去実施した津市防災無線利用の避難訓練を希望します。それに沿った準
備を自主防災会でします。

94 津 殿舟団地自主防災会 493 ○ 1 1 39 6 ○ ×

当自主防災会の当該地区は櫛形地区防災協議会に所属し、事業には積極的に参
加しています。但し、協議会が主催する防災事業(平成30年・講習会、令和元年・
防災訓練)について、当自主防災会が当該会議に出席することはなく、櫛形自治会
連合会の場で協議しているのではないかと推測しています。従って、櫛形地区の防
災計画に関する情報についても把握していません。申し訳ありません。

95 津 渋見ヶ丘自主防災会 59 ○ 1 1 22 7 ×

96 津 西古河町第３自主防災会 111 ○ 1 3 0 × × ○ ○ ○ ○

97 津 千歳ヶ丘自治会 124 ○ 3 2 4 1 ○ × ○

98 津 志登茂第3自治会 143 ○ 2 2 5 1 ○ ○ 第２、第４自治会合同にて開催

99 津 栗真町屋町根上り自主防災会 82 ○ 0 0 3 0 ○ × ○ ○ ○

100 津 青谷二重池団地自主防災会 292 ○ 1 1 7 1 ○ ○

101 津 白塚地区美松園自主防災会 140 × 3 2 45 7 ○ ○
毎年、町内の消火栓、消火器、ホース箱の点検を、その年の組長を含め、防
災委員で点検を行っています。

102 津 白塚西町自主防災会 82 ○ 1 1 3 0 × ×
白塚町内全住民参加方のため地区ごとでは実施していない。西町地区で
は、白塚町自主防災の一役を担って８月に消火訓練を実施している。

小学校のグランドで放水ポンプを使用した消火訓練を実施（１回/年）　放水
ポンプの起動試験（１回/月）

103 津 桜茶屋自主防災会 140 ○ 2 7 3 ○ × ○ ○ ○

104 津 常垣内自治会 25 × 0 0 10 2 × × ○

105 津 桜茶屋東 37 1 10 9 × × ○ ○ ○ ○

106 津 垂水町自主防災会 302 × 1 4 1 × ○

107 津 （自治会10組）大園、大園第２ 210 ○ 2 0 1 0 × × ○

108 津 むつみが丘自主防災会 250 ○ 1 2 12 6 × ○
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大阪府箕面市防災資料より引用 泉ヶ丘自主防災会 


黄色い布は「大丈夫」の目印 







黄色い布・確認訓練  


１  組長は班長、自主防災委員等に「黄色い布・確


認訓練」の協力を事前に依頼してください。 


２  ２ 人一組の班をつくり協力して調査しましょう。    


班の数は１ ～２ ，３ 班でいい。(組名簿と調査用紙) 


３  黄色い布が出てない家は・・・チャイムを鳴ら


して、在宅を確認し、状況を聞き取りましょう。 


 ⇒A留守 B忘れてた C知らなかった    


D健康上 Eその他 


【組長の当日の動き】 


8:00～9:00 黄色い布の安否確認調査 


9:30～11:00 防災研修会（集会所） 


※当日、紫の Tシャツを着用して下さい。 
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109 津 藤方中自主防災会 406 ○ 1 × ○ 現在は実質的な活動は行っていないため、次年度から活動を策定したい。

110 津 桜茶屋自主防災会 140 ○ 2 7 3 ○ × ○ ○ ○

111 津 敬和地区第5自主防災会 × 1 2 2 × × ○ ○ ○ ○ ○

112 津 安東地区自主防災協議会 500 × 1 1 2 0 × ○ ○ ○ ○
地域内でも地区によって重点が異なる事が伺える。防災重要と解っていても
いざとなると参加者少なく役員で参加

113 津 結城町第１自主防災会 176 × 0 0 5 0 × × ○ 計画策定の意識はあるが、出来得ていない現状である

114 津 安東町中跡部自主防災会 38 ○ 2 3 7 0 ○ × ○
安東地区自主防災協議会、安東地区自治会連合会が主催する訓練・研修会
に主に参加する形で計画を立てています。

115 津 栄住吉南町防災会 150 1 0 3 0 × × ○ ○ ○

116 津 豊が丘第４自治会 365 ○ 1 4 6 0 ○ ○
公園草刈りや国ミニ防災講座を行っている。年１回消火栓取り扱いを消防署
から来てもらい説明を受けている。

117 津 南が丘３丁目自治会 299 ○ 12 0 2 1 ○ ○

118 津 一身田橋向区自主防災会 98 × 1 1 11 2 ○ × ○ ○ 訓練、研修会への参加者が非常に少ない
高田学苑との防災訓練に参加。自主防災リーダー実践塾に参加。歩こう会
で、高台地区を確認（ルート等）を行っている。

119 津 新町地区北押加部自主防災会 45 × 0 1 4 0 × × ○ ○ ○ ○ 難しい

120 津 第１０自主防災会 97 ○ 1 1 4 ○ ○

121 津 柳山千鳥白浜町自治会 180 × 0 0 10 4 × × ○

122 津 山室町自治会災害対策本部 116 ○ 1 15 4 × × ○ ○ ○ ○ 災害が発生した場合の緊急連絡本部の設置が可能である（別紙のとおり）

123 津 乙部美浜町自主防災会 112 ○ 0 0 1 0 × ×
策定する予定もなく、訓練の参加者もいない。災害備蓄倉庫も老朽化し廃棄
する予定である。

124 津 津公園団地自主防災会 340 ○ 1 29 8 × × ○ ○

125 津 一身田団地北の１自治会 180 × 0 0 5 × × ○ ○

126 津 旭 149 × 0 0 5 1 × × ○ ○ ○ ○
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127 津 一身田豊野区自主防災会 43 × 0 0 5 0 × × ○ ○

128 津 一身田平野区自主防災会 94 × 0 0 6 × ○ 年２回会合時に市からの防災資料にて説明を行っている。

129 津 北河路町自治会 31 × 1 5 0 × × ○ ○ ○ ○ ○

130 津 一身田北区自主防災会 96 ○ 2 10 1 ○ × ○

131 津 志登茂第四自治会自主防災 78 × 2 2 6 3 × × ○ ○ ○ ○

神戸のＮＰＯ法人プラスアーツさんの取組　四日市市の防災大学で２月１５日
にプラスアーツ永田理事長の講演がありました。愉しい防災減災活動（イベン
ト）で、地域コミュニティの再生が防災減災に必要との視点は、高齢化・無関
心化が進む今、必要な手法だと考えます。

132 津 豊里第二団地 57 ○ 1 0 9 1 × × ○ ○ ○

133 津 本郷町自主防災会 171 × 0 0 10 1 × × ○ ○ ○

134 津 あのつ台三丁目自治会 150 ○ 1 5 0 × × ○ ○ ○ ○

135 津 津市野崎垣内自治会 185 ○ 2 8 5 0 × × ○ ○ ○
地区（連合）自主防災協議会単位での計画・実施の方が効果が上がるので
は？

136 津 上浜町４丁目自治会 47 × 2 4 1 0 × × ○ ○ ○

137 津 神戸地区自主防災協議会 2254 × 0 1 11 2 × × ８地域自治会で独自活動をしている

138 津 半田自主防災会 170 ○ 1 51 17 × × ○ ○ ○

139 津 上浜町１丁目北自主防災会 130 × 2 4 10 4 × × ○ ○

140 津 敬和地区第13自主防災会 275 × 0 0 4 2 × 他の自主防災会と共同して、訓練・研修会を毎年行っている
当自主防では、他の自主防（第８・９・１４・１５）と共に、避難所運営委員会と
いう組織を作り、「防災訓練」「研修会」等を企画・実施している。また、敬和地
区総合防災訓練にも令和元年度から積極的に参加している。

141 津 豊が丘地区自主防災協議会 2300 × 1 2 25 2 ○ × ○ ○

142 津 栗真町屋町中垣内自主防災会 55 ○ 1 1 3 0 ○ ○
自助、共助に於いて近所３軒を１チームとして組織化しており又独居老人の
方には、民生委員の協力も得て、避難勧告等が発令された時及び事前に避
難所へ避難するのではなく、１軒の家に集まり、個々の不安を和らげる。

143 津 山中町自主防災会 41 × 0 0 1 0 × × ○ ○ ○ ○ 会長が2年で変わるので何も出来ない

144 津 育生地区八幡町南自主防災会 148 × 0 0 5 0 ○ ○
（これまでの取組）防災・減災対策の各家庭における実態調査の実施、自主
防災リーダー養成セミナーへの参加、市民防災大学研修への参加（４名）、
広域避難所運営訓練への参加
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２　地区防災計画について

145 津 上浜町1丁目南自治会 146 × 1 0 1 0 × ×

146 津 小森南第２自主防災会 140 × 1 1 14 5 ○ × 高茶屋地区全体で訓練を行っている

147 津 豊が丘第三自主防災会 360 × 2 1 12 3 ○ ○

148 津 一身田末広自主防災会 68 × 0 0 5 × × ○ ○ ○

149 津 西千歳ヶ丘自治会 123 × 1 3 7 4 ○

150 津 第３自主防災会 200 ○ 1 14 0 × ○
熊本、大阪、北海道の地震や千葉の台風被害を報道で見て、①雨漏り処理
のためのブルーシート、②スマホ充電用の発電機、③断水した時の携帯トイ
レの備蓄と使用、配布計画の策定を進める

151 津 長谷場町自治会 22 × 0 0 5 0 × × ○ ○

152 津 一色町自主防災会 41 ○ 0 0 5 0 ○ ○

153 津 中山自治会 759 ○ 1 0 34 4 ○ × ○ ○

中山自治会では毎年消防署から講師を招いて自主防災訓練を行っていま
す。内容は、ＡＥＤの使用方法・人工呼吸心臓マッサージのやり方・消火器の
使い方などです。また、高茶屋連合会でも大きな規模で自主防災訓練を行っ
ています。

154 津 高松山団地自治会 366 ○ 1 15 11 × × ○ ○ ○

155 津 伊倉津町自主防災会 322 × 1 2 20 6 ○ × ○ ○ ○

156 津 下弁財町東第１，２，３、中北、西、５町防災会 450 ○ 2 1 5 0 × ○
訓練中の事故発生時責任ある明確な説明どうするか。高齢者の参加意識不
足ハザードマップ避難経路図の年１回確認、世帯別安否確認表　班長調査、
会長に報告の体制あり。

157 津 グリーンハイツ津新町自主防災会 99 ○ 1 0 4 2 ○ × ○

158 津 江戸橋一丁目北自治会 72 × 2 0 × × ○ ○
高齢者が多く自治会長に若年の人になっていただき、何ヵ年かの段階を追っ
ての計画が必要と考える。（自治会長と自主防災の長が同一であり、２年毎
に役員が交替となるため。）

防災用の水、おむつ等を準備したいが、備蓄する場所がない。

159 津 西里の上中自治会 195 ○ 0 0 16 1 × × ○ 別紙のとおりです。

160 津 栄町２丁目北自治会 60 ○ 0 0 5 5 × × ○ ○ ○ ○

161 津 ハーモニータウン自主防災会 91 × 2 0 6 0 ○ × ○

162 津 雲出島貫町自主防災会 87 × 1 6 3 × × ○ ○ ○ ○
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163 津 パティオス自主防災会 27 × 0 0 2 1 × ×
雲出地区自主防災協議会の下部組織のため、独自では特に何もしていな
い。

164 津 桜橋２丁目自主防災会 274 ○ 0 0 5 0 × × ○ ○ ○

165 津 豊が丘第二自治会自主防災会 453 ○ 4 2 15 4 ○ ○

166 津 阿漕町東自治会 190 × 2 1 6 2 × × ○ ○ ○ ○ ○
自治会としての体制は過去より存続しているが住民個人個人に参加の意識
は少なく自主防災組織ができても形だけで徒労に終わる。市その他の機関
からの啓蒙活動がまず先にあるべきだ。

167 津 北立誠地区自主防災協議会 ○ 1 1 3 0 ○ ○
地域全体の防災意識の向上のためのイベントをやりたい。①ワークショップ
（令和元年度実施）、②クロスロードゲーム、③ＨＵＧ

168 津 青谷第一自治会自主防災会 576 ○ 1 12 7 0 ○ ○

169 津 山の手ヒルズ 143 ○ 0 0 5 3 × × ○ ○ ○

170 津 一身田志登茂第1自主防災会 59 × 1 9 2 ×

各組長に要支援者の把握をしてもらっており、災害時避難の時に救出してい
ただくようにお願いしている（出来る範囲で）
老人会主催の避難訓練では、避難地まで自力歩行出来るか、所要時間の把
握などを行っている。
※このような小さな取り組みからはじめています。

171 津 第二結城町自治会 250 × 0 0 0 × × ○ ○ ○ ○

172 津 第８自主防災会 141 × 1 0 ○ × ○ ○

173 津 新町一丁目南自治会 30 × 0 0 0 0 × × ○ ○ ○ ○ 高齢化で訓練や研修会を呼びかけても参加していただけない。

174 津 養正第６自主防災会 × 1 3 × × ○ ○ ○ ○ ○

175 津 小舟自主防災会 53 ○ 1 1 3 1 ○ ○

176 津 南が丘一丁目自主防災会 212 × 6 1 19 2 ○ × ○ ○

177 津 産品自主防災会 75 × 3 1 9 0 × × ○ ○ ○

178 津 豊野団地自主防災会 550 ○ 1 1 7 1 ○ × ○
計画の前提となる活動が担保できないのではないか（高台で浸水地域にない
ため危機感が希薄）

179 津 上津部田区自主防災協議会 121 × 1 8 1 × × ○ ○ ○

180 津 片田志袋町団地自主防災会 156 × 0 2 4 0 ○ × ○
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防災活動の計画 地区防災計画の策定見込み

地域番号 地区防災計画を策定しない理由
自主防災組織名

（地区自主防災協議会）
（自主防災会）
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２　地区防災計画について

181 津 小森北自主防災会 202 ○ 1 1 5 2 × × ○
平成25年に防災マニュアルを作成し、タウンウォッチングにより、避難経路を
作成しています。市の防災マップに従い、災害想定を行い、訓練を行っていま
す。

182 津 豊が丘第一自治会自主防災会 594 ○ 2 3 2 0 ○ × ○ ○ 役員（担当）が交代で計画や企画がリセットされる。

183 津 米津北自主防災会 450 × 1 1 12 3 ○ × ○ ○
一応、防災訓練・避難訓練・防災研修・地区防災体制の構築・地区防災マッ
プの作成・講話等を毎年行っており、改めて取り組む事はないと思う。又自助
の力こそ災害から生命を守る事を啓発している。

184 津 津市八町一丁目自治会 158 ○ 1 1 12 2 ○ ○

185 津 藤枝町自治会 69 ○ 1 0 13 0 × × ○ ○ ○

186 津 片田志袋町自主防災会 79 × 0 0 16 6 × × ○ ○ ○ ○

187 津 美川町 351 ○ 2 0 8 1 ○ ○

188 津
柳山南町・柳山平治町西・柳山元町・柳山本町自主防

災会
274 × 2 1 4 0 × × ○ ○ ○ ○

育生地区自主防災協議会で行われる訓練、研修会に会員が自主的に参加
している。

189 津 南が丘四丁目自主防災会 290 ○ 3 12 8 3 × × ○ ○

190 津 片田新町自治会第３隣保協同 96 × 2 7 5 1 ○ ○

昨年７月７日に防災訓練の時、「危険箇所の確認」を実施したが、ブロック壁
に施工のミスが散見されました。その所有者にミス施工を伝え法に適する状
態にしてもらう必要があると考えます。放置すれば、地震発生の際に倒壊し、
重大事故の心配があります。「見て見ぬ振り」をするのですか？ブロック壁の
施工基準を渡す必要の検討。高さ・長さ・構造（鉄筋の配置・サイズ）

191 津 北立誠地区上浜町３丁目南 25 × 1 ○ ○ ○

192 津 一身田団地南区 86 × 0 0 8 2 × × ○ ○ ○ ○

193 津 赤坂団地自主防災会 22 × 1 10 1 × ○

194 津 八町三丁目南・新町三丁目自治会 184 ○ 0 0 5 1 × × ○ ○ ○

195 津 一身田西豊野区自主防災会 32 × 2 × × ○ ○ ○

196 津 渋見町自主防災会 247 × 1 48 15 ○ × ○ ○
安東地区全体で行っているので、町では初期消火、ＡＥＤなど簡単にできるこ
とで行う。

197 津 西里ノ上自治会 627 ○ 1 1 8 3 ○

198 津 津西ハイタウン自主防災会 642 ○ 1 2 15 4 ○ ○

自治会班長等防災研修会、安否確認訓練、消火･救助･救護訓練、防災協力
者交流
会、助け合い住民台帳の更新、防災用品の共同購入、専門チーム活動、ブ
ロック
活動（詳細は、別紙のとおり）




津西ハイタウン自主防災会 


２０２０（Ｒ２）年３月 


 


〇位置・住民数等  


・旧津市西部（標高約 20ｍ）、約 650世帯、住民約 2000人 


 ・１９８８（Ｈ元）年頃入居が始まった住宅地、避難所（西が丘小学校）まで約２ｋｍ 


〇自主防災会 


役員：15人（会長、副会長３人、自治会の会長と防災担当副会長、民生委員、各チームリーダー） 


会議：企画運営会議（７人、第 2火曜日、企画検討・準備） 


役員会（15人、第 3火曜日、研修・訓練等の実施、チーム・ブロック活動の推進など） 


主な活動： 


・班長等防災研修会、訓練（安否確認、消火・救助・救護）、防災協力者交流会 


・助け合い住民台帳・要支援者情報の更新、防災用品の共同購入、資機材購入、防災たより発行 


・専門チーム（安否確認、資機材、防火、救出・救助、救護、自助促進、情報、衛生）活動 


・７ブロックによる住民啓発活動（アンケート調査、交流会・懇親会） 


 活動の担い手：役員、防災協力者（有志、自治会役員・班長） 


 歴史：２００４（Ｈ１６）年 11月に設立、２０１０（Ｈ22）年 4月役員を自治会役員とは別に  


選定するため規約改正、２０１１（Ｈ23）年度から住民向け防災研修会を開催、２０１２（Ｈ


24）年から班長等防災研修会を開催、２０１３（Ｈ２５）年助け合い住民台帳を作成  


 


 


〔令和元年度の主な活動内容〕 


★年度初めに、班長等防災研修会を開催（５月） 


 自治会は、毎年４月、約６０班の班長が交替（役員は２年交替）します。 


新たな班長や役員を対象に、防災知識や自主防災における役割を知ってもらうため、年度初めに 


研修会を開催！２０１２（Ｈ２４）年度から始めて８回開催、回を重ね受講者が増えています。 


 


★全世帯参加で安否確認、消火・救助・救護訓練を実施（７月） 


 居住地は、高台にあり住宅集合地域、入居開始から３０年程度経過、高齢化が進んでいます。 


 災害が発生したら、両隣の家同士で声をかけ合い、班単位で安否確認を実施（要支援者（７３人）


については特に注意）、安否確認情報を各ブロックで集約し本部へ報告すること、住民が協力し


て、初期消火、救助、救護（ＡＥＤ・心肺蘇生）ができることをめざして訓練を実施しています。 


 


★防災協力者の充実をめざして、防災協力者交流会を開催（１１月） 


防災協力者とは、後述の助け合い住民台帳において、自主防災活動に協力すると申し出た方（ 


120人）で、８つの専門チームや、各ブロックでの防災活動への参加を呼びかけています。交 


流会では、ブロック活動の取組事例を聞いて、各ブロックの今後の活動を話し合うなど、ブロッ 


ク活動の充実・強化に取り組んでいます。 


 


★助け合い住民台帳を活用して、防災活動を強化（１０月） 


自治会加入時に提出した世帯台帳の情報が古くなっていました。 


そこで、２０１３（Ｈ２５）年、自治会・自主防災会活動に利用するため、助け合い住民台帳（家 


族構成、緊急連絡先、防災協力者情報及び要支援者情報記載）を作成しました。台帳は３年毎に 


更新、提出率 99.4％（642世帯中 638世帯）。ここから、防災協力者台帳や要支援者台帳を作 


成しています。また、要支援者台帳は、市役所から送付される避難行動要支援者名簿と合わせ、 


要支援者の状況や意思の再確認を毎年 4月に行い、5月に情報を更新しています。 


津西ハイタウン 防災力アップ 
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防災活動の計画 地区防災計画の策定見込み

地域番号 地区防災計画を策定しない理由
自主防災組織名

（地区自主防災協議会）
（自主防災会）

１　自主防災組織の実態について（令和元年度）

２　地区防災計画について

199 津 ヒューマンタウン高茶屋 54 ○ 1 0 4 0 × × ○ ○

200 津 雲出本郷西町自主防災会 42 × 0 1 3 0 × × ○ ○ ○ ○

201 津 南押加部町自主防災会 158 × 0 0 4 1 × × ○ ○ ○

202 津 西が丘ガーデン自治会 49 ○ 0 0 4 0 ○ × ○ ○ ○ ○ 計画なし

203 津 上浜町２丁目南 64 × 0 0 1 0 ○ ○ ○

204 津 白塚東部自主防災会 （東浜町、三の宮町、本町、中の町） 353 ○ 0 1 24 4 ○ × ○ ○ ○ ○
役員の参加率が悪いため、訓練の企画の場合は白塚地区連合（全体）との
協働に参加して活動しています。

205 津 潮見が丘自治会 317 ○ 1 0 7 4 × × ○ ○ ○

206 津 神戸自主防災会 283 × 0 0 38 1 ○ ○
毎年、秋に１回、消防団とタイアップして避難訓練やスライド説明等を実施。
（本年度のみ実施なし）

207 津 一身田団地３丁目自治会 40 × 0 0 4 × × ○ ○ ○

208 津 一身田東区自主防災会 217 ○ 1 × × ○ ○ ○
防犯灯のＬＥＤ化、街頭消火器の交換、要配慮者宅への訪問、防災倉庫の
見学会、防災講習会（ＡＥＤ講習会）の実施等

209 津 西が丘団地自治会 97 ○ 1 6 2 × × ○

210 津 西団地自主防災会 489 ○ 1 12 3 ○ ○
防犯灯のＬＥＤ化、街頭消火器の交換、要配慮者宅への訪問、防災倉庫の
見学会、防災講習会（ＡＥＤ講習会）の実施等

211 津 緑の街自主防災会 755 ○ 1 0 13 3 ○ ×

緑の街として、①集会所　消防計画②東南海・南海地震対策消防計画③緑
の街　自主防災計画　④緑の街　避難計画　⑤緑の街　一時避難所運営規
則　⑥○○年度　防災事業計画（２６年度以降の作為性はしていない）　⑦東
南海・南海地震時の消火活動手順　を作成しているが、細部の人員（技術を
持っている人員）の指定ができず、これ以降の計画作成は停滞している。

212 津 敬和地区自主防災協議会 5500 × 1 2 36 5 ○ ○

213 津 敬和地区第3自主防災会 1015 ○ 1 2 25 6 ○ ○

214 津 一身田中区自主防災会 143 × 3 0 4 1 × ○

近接の自主防災会（北区・桜町区）と高田本山の防災訓練、高田中高等学
校、一身田中学校の防災訓練を合同で実施している。単体の自治会で企画
から訓練までは負担が大きく合同・共同訓練は人的にも時間的にも大変メ

リットがあると思います。

215 久居 東鷹跡町３自主防災会 59 × 1 0 4 1 × ○ ○

216 久居 射場町西自治会 108 × 0 0 2 1 × × ○ ○ ○ ○
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217 久居 本町四町目自治会 30 × 1 5 1 × × ○ ○ 防災用の町内（自治会）名簿を作成している。

218 久居 元町西南自主防災会 84 ○ 1 2 8 0 ○ × ○ 自治会役員が毎年4月に総入れ替えになっている。誰も役員になりたくない。

219 久居 元町北出自主防災会 114 ○ 1 0 9 3

220 久居 幸町自主防災会 85 × 0 0 3 1 × ○ ○ ○

221 久居 久居万町３自治会（防災会） 32 × 2 2 4 0 × ○
自主防災会長になって１年。訓練、研修に参加したが訓練内容が結びつかな
い。訓練のために訓練するのではなく、有効な対策が必要である。久居地域
は洪水に関して危機感が低い。どこから手を付ければよいのか。

222 久居 久居旅籠町自治会自主防災会 57 × 0 0 2 0 ○ ○

223 久居 万町１自治会 133 × 0 0 1 0 × × ○ ○ ○ ○

224 久居 二ノ町１自治会 50 × 0 0 3 0 × × ○

225 久居 二ノ町２自治会 23 × 2 1 0 ○ 近隣の自治会と検討する予定です

226 久居 二ノ町３自治会 41 × 0 0 2 0 × × ○ ○ ○ ○

防災に関しての意識は持っていますが、ノウハウ不足であり計画策定まで至
らない。危機意識の無さ（住民）が今日に至っている。防災倉庫の点検でも資
機材の不備、ハザードマップの存在すら知らない住民も多く、実際の災害時
に対応できないと危惧しております。町内会の（二ノ町全体）連携も全くなく、
今後は横の連携を十分に取りたい。

227 久居 二ノ町5自治会 27 × 0 0 5 0 × × ○ 高齢者のため、個々に備えている

228 久居 西鷹跡町南自主防災会 119 ○ 1 0 11 2 × × ○ ○ ○

229 久居 須ヶ瀬町自主防災会 130 ○ 1 4 × × ○ ○ ○

230 久居 万町二丁目自主防災会 47 × 1 0 5 2 × × ○ ○ ○

231 久居 宮仲自主防災会 170 ○ 1 0 9 3 × × ○

232 久居 津市久居本町１自治会 20 × 0 0 × × ○ ○ ○
20世帯中2世帯は公人、4世帯は10時～18時まで在住残りの14世帯中11世
帯は高齢者だから

高齢者が多いので緊急避難先を飲料水、トイレの設備があるなら新設の近
いアルスプラザに希望いたします

233 久居 本町５自治会 29 × 0 0 × × ○ ○ ○

234 久居 持川自治会 180 × 1 1 0 × × ○ ○ ○
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235 久居 寺町東防災 68 × 0 0 7 0 ○ × ○ ○
組員全員高齢化につき、現在のところ個人で自己防災を中心に話し合ってい
るところです。地震の時に全員が避難する場所の設定と隣組員との助け合い
を中心に話しています。

236 久居 久居明神町中央自治会 32 × 0 0 2 0 × × ○ ○ ○ ○

237 久居 久居新町３自治会 30 ○ 0 0 3 1 × × ○ ○ ○ ○
地域の住民間のつながりが薄く、訓練等まで至っていない。防災用品を整備
していくことしか取り組みはない

238 久居 新町７自治会 66 × 1 1 3 1 ○ ○

239 久居 新町９自治会 105 × 0 0 11 1 × × ○ ○ ○
自治会役員は定期的に変更されることから計画策定には専任スタッフが必
要

240 久居 新町１０自治会 125 × 0 13 1 × × ○ ○ ○

241 久居 藤ヶ丘町自治会自主防災会 101 ○ 1 14 4 ○ ○
今まで自治会役員、組長とで防災計画を遂行してきましたが老齢の人が多く
なってきました。それでも若年壮年の方もかなり見えますので若返りした組織
にさせて頂こうと今働きかけているところです。

242 久居 シェルメール自治会（無） 24 × 0 0 0 0 × × ○ ○ マンションの理事会との連携が必要

243 久居 新町５自治会 40 × 0 0 0 0 × × ○ ○ ○

244 久居 明神町第2自治会自主防災 214 × 1 2 4 ○ ○ 消火器の全戸配置　地区ケアセンターとの共催防災訓練

245 久居 飛岡自治会 130 ○ 1 0 4 1 × × ○

246 久居 明神町３自治会 81 × 6 0 1 0 ○ × ○

247 久居 北口１自治会自主防災会 53 × 0 0 8 4 × × ○

248 久居 烏木北自治会 95 × 0 0 3 × × ○
自治会員については高齢者が多く計画策定する人がいない。4/10予定の総
会で防災の重要性を伝えたい。

249 久居 野村西自治会 328 × 1 4 1 × × ○

250 久居 脇田山団地自主防災会 174 ○

251 久居
久居野村東自治会

※組織化はしていない
412 × 1 × × ○ ○ ○ ○

252 久居
東町Ⅱ自治会

※組織なし
32 × 0 0 0 0 × × ○ ○ ○
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253 久居 大口山自治会 20 × 1 0 4 2 × × ○ ○ ○ ○

254 久居 東出自主防災会 233 ○ 2 0 9 1 ○ × ○ ○ ○ ○ 安否確認訓練を毎年１階行っている

255 久居 東さくらが丘自主防災会 216 ○ 1 0 7 4 × × ○ ○ ○ ○ ○

256 久居 南さくらが丘自治会 168 × 0 1 10 2 × × ○ ○ ○ ○

257 久居 小野辺自治会 73 ○ 2 15 2 ○ × ○
防災組織が確立されていないため、自治会活動のなかで防火訓練等を行っ
ている。

258 久居 井戸山公務員住宅 115 × 0 0 6 0 ○ ○

259 久居 ＪＭＵ久居社宅自治会 80 × 1 0 10 0 × × ○ ○ ○ 今までの実績がなく、何をしたらよいかわからない

260 久居 東町第1自治会自主防災会 150 × 0 0 14 3 ○ × ○ ○
防災に対する意識はあるが、役員が１，２年交代のため今、自主防災組織作
りが必要と考え、呼びかけても生活優先になり、賛同者が少なく現在検討中
です。災害時のためいざという時の資金集めは進行中です。

261 久居 久居団地自治会 192 ○ 2 1 12 8 × × ○ ○ 高齢化しておりスタッフ不足

262 久居 桃園地区自主防災協議会 1451 × 1 × × ○ ○ ○ ○ 津波を含む洪水対策と地震のみの対策とに分けて取り組む必要がある。

263 久居 木造町自主防災会 212 ○ 1 2 9 1 ○ ○ 地区防災計画については、原案修正の段階

264 久居 新家自治会 112 ○ 1 1 8 1 ○ ○

265 久居 川方自主防災会 244 ○ 1 3 13 4 ○ × ○ 現計画は提出済

津市より提供されている（自治会へ）津市避難行動要支援者名簿の災害時
運用に向けて、要支援者とは別に独自に災害時安否確認・避難支援登録
シートを作成して、令和９月より会員への提出を求めた。本報告時で提出件
数は２２０件、提出率９１．３％になっている。このシート登録を受ける形で、
避難支援者シートを作成（シート裏面は地図落としした支援希望者宅を掲示
した地図）、そのシートを用いて、支援希望者宅の御近所の方を支援者とす
る町内体制作りのために、自主防役員による検討会に入った状態である。令
和２年９月までに対応を終えていく予定である。

266 久居 ハイタウン久居東自治会 167 × 1 0 6 2 ○ ○
消防団の協力のもとハイタウン内の防火水槽、消火栓の設置場所、使用方
法等の説明を実施。

267 久居 牧町自主防災会 287 ○ 2 2 11 1 ○ × ○ ○ 高台居住地なので独自の防災活動

268 久居 戸木１自治会 226 ○ 0 1 8 2 × × ○ ○ ○ ○ ○

269 久居 風早自治会 175 ○ 0 0 15 5 × × ○ ○ ○ 防災は自治会そのものの活動であり別組織を作る必要はない

270 久居 戸木３自治会 95 ○ 1 1 4 0 × × ○ ○ ○ ○ 役員の任期が1年であり、計画をしても続かない
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271 久居 羽野自主防災会 168 × 0 1 5 1 × × ○ ○ ○ 防災意識が希薄である

272 久居 戸木５自治会 41 × 0 0 2 0 × × ○ ○

273 久居 星の丘自治会 44 ○ 0 0 6 4 × × ○
年3回の環境整備（草刈り2階・道路や側溝の清掃1回）時に防災資機材の点
検、整備を実施
独居高齢者（65歳以上）の把握

274 久居 ホームランド自治会 185 ○ 1 1 7 7 × × ○ ○

275 久居 庄田町自主防災会 446 ○ 1 1 29 3 ○ ○

276 久居 森町自主防災 151 ○ 0 1 13 0 ○ 森町集会所における一時避難所運営手引きの策定

277 久居 森音の郷自治会 113 × 1 0 6 0 ○ × ○

278 久居 久居一色町自主防災組織 228 ○ 0 0 16 3 × × ○ ○

279 久居 下稲葉自主防災会 126 × 1 1 × ○

280 久居 榊原２自治会 94 × 0 0 8 0 × × ○

281 久居 榊原６自治会 10 × 1 0 3 0 × × ○ ○ ○

282 久居 榊原３自主防災会 109 × 2 1 11 2 ○ ○ 可搬式消防ポンプの運転操作訓練、役員への伝達訓練を年１回

283 久居 榊原４自主防災会 149 ○ 1 1 15 2 ○ ○ 榊原自主防災として訓練と研修会を1年おきに実施しています

284 久居 榊原５自主防災会 120 ○ 2 2 13 1 ○ ○ ○ ○ ○

285 河芸 上野 850 × 1 2 18 2 ○ ○
各年5月頃に、市地域振興課の応援により、市消防と地区消防団その他250
名ほどで、4種類ほどの防災訓練を行います。

286 河芸 西千里 190 ○ 1 1 9 1 × × ○ ○ ○

287 河芸 一色 400 ○ 1 70 30 ○ ○
避難訓練及び防災訓練を年１回計画する予定です。アパートが約100軒あり
ますが、災害の時にはどのように対応していくかが大きな課題となります。

288 河芸 東千里 572 ○ 1 1 18 3 × × 津波避難への対策は概ね出来ていると思っています。
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289 河芸 三行 ※令和２年３月現在、自主防災組織活動「なし」

290 河芸 影重 219 1 1 8 1 × ○
豊津連合自治会（中別保、一色、影重）を中心に河芸公民館等避難所運営
委員会の設置に向けて検討会を開始

291 河芸 久知野 80 ○ 1 1 9 0 × ○

292 河芸 中瀬 175 ○ 1 14 1 ○ × ○ 特になし

293 河芸 千里ヶ丘泉区 ※令和２年３月現在、自主防災組織活動「なし」

294 河芸 中別保 715 × 1 3 12 0 × ○
地域振興課防災担当の指導の元、「河芸公民館避難書」の運営マニュアル
に基づき、班別行動マニュアルを作成中

295 河芸 東上野 287 ○ 3 21 8 ○ × ○ ○ ○
住民の防災に対する意思が低い。学習会を行っても特定の方しか参加しな
い。

296 河芸 新上野 148 × 33 0 × × ○ ○ ○

297 河芸 大蔵園 233 ○ 14 3 × × ○ ○ ○ ○ ○

298 河芸 かえでの丘 131 ○ 1 5 4 ○ × ○

299 河芸 アカシアの丘 414 ○ 1 6 3 × × ○

300 河芸 赤部 31 × × × 小さい自治会であり、コミュニケーションは日頃よりうまくいっている為 ※令和２年３月現在、自主防災活動「なし」

301 河芸 もみのきの丘 126 × 1 5 0 × × ○

302 河芸 北黒田 85 ○ 1 9 0 ○ ○
・防災訓練の計画、実施（年１回）
・地域防災力強化推進補助金を活用し、消火栓ホースを新替している。

303 芸濃 椋本1-2自主防災 41 × 1 0 4 0 × × ○

304 芸濃 椋本３自治会 31 × 0 0 3 0 × ○ ○ ○ ○ ○

305 芸濃 椋本４自治会自主防災会 57 × 0 0 5 2 ○ × 随時、自主防災活動を行うため

306 芸濃 椋本５－１自治会 58 × 1 1 × × ○ ○ ○
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307 芸濃 椋本５－２自治会 20 × 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○

308 芸濃 椋本６－２自治会 85 ○ 1 10 3 × × ○ ○

309 芸濃 椋本７－２自治会自主防災会 74 ○ 1 26 3 ○ ×
その都度話し合いで何をするかを決めている7/9（打合せ）－11/17（防砂訓
練）

310 芸濃 椋本８自治会 40 × 1 5 × × ○ ○ ○ ○

311 芸濃 椋本９自主防災会 28 × 2 1 3 0 × × ○ ○

312 芸濃 椋本１０－１自治会 25 × 0 0 × ○ ○ ○ ○

313 芸濃 椋本１０－２自治会 35 ○ 2 4 1 ○ ○ ○

314 芸濃 椋本１２－１自治会（豊久野西） 183 × 2 0 5 1 × ○ ○ ○

315 芸濃 岩原地区自治会（13-1、13-2、13-3）自主防災会 90 ○ 0 0 13 0 × × ○

316 芸濃 椋本12-2自治会（東豊久野） 220 ○ 2 0 8 0 ○ × ○ ○ ○ ○

317 芸濃 椋本16自治会 40 × 1 0 0 × × ○ ○ ○ ○

318 芸濃 楠原西自治会自主防災会 28 ○ 4 6 14 1 ○ ○

319 芸濃 区民相合協力 35 × 2 3 14 1 × × ○ ○ ○ 若い人は勤め人が多く土日が行事が多めで集まる機会が少ない

320 芸濃 楠原東自治会自主防災会 32 × 4 1 9 3 ○ ○
消防団員を招いて消火器の取扱いや消防庫等からのホースによる放水訓練
を実施

321 芸濃 楠原区自主防災会組織 95 ○ 4 6 47 4 ○ ○

322 芸濃 林町自主防災会 102 ○ 0 0 33 2 × × ○ ○ ○ ○ 特になし

323 芸濃 林川原 60 × 0 0 5 0 × × ○

324 芸濃 平林自主防災会 111 × 1 0 8 3 × × ○ ○ 本会では毎年消火訓練に取り組んでいる



世帯数 地域防災力強化推進補助金の活用 防災訓練 研修会 役員数 うち女性 人手不足 ノウハウ不足 訓練へ結びつかない スタッフ不足 提出が不明瞭 提出不要 その他

３　その他　事例

防災活動の計画 地区防災計画の策定見込み

地域番号 地区防災計画を策定しない理由
自主防災組織名

（地区自主防災協議会）
（自主防災会）

１　自主防災組織の実態について（令和元年度）

２　地区防災計画について

325 芸濃 多門区自主防災会 53 ○ 4 4 20 1 × ○ ○

326 芸濃 北神山区自治会自主防災会 110 × 0 2 16 1 × ○
・自治会組織において各組分担して担当する役目は指定しています。
・災害対応としては防火、防水に対して品場所についての対応を自治会の総
会、出合等で確認しております。

327 芸濃 萩野区自主防災会 103 × 1 1 15 2 × × ○ ○

328 芸濃 岡本区自主防災会 61 × 2 2 8 0 × × ○ ○ ○

329 芸濃 市場自治会自主防災会 42 ○ 2 2 4 1 × × 計画実行時間がとれないので、希望や問題点等毎月アンケートしている 消火栓に連番をつけ、定期点検管理台帳作成中

330 芸濃 中瀬古自治会 20 ○ 2 2 3 ○ × ○

331 芸濃 下川自治会 25 × 0 0 1 0 × × ○ ○ ○ ○

332 芸濃 青木団地 27 × 1 0 0 × × ○ ○

333 芸濃 新田自主防会 36 × 1 10 5 × × ○

334 芸濃 西部ヶ丘自主防災会 34 ○ 1 1 2 1 × × ○ ○ ○

335 芸濃 河内中自治会 12 × 1 2 × × ○ ○ ○ ○

336 芸濃 小野平区自治会 66 0 0 8 3 × × ○ ○ ○ ○ ○

337 美里 五百野 117 × 2 2 7 1 ○ × ○ ○

338 美里 足坂 64 ○ 0 1 6 0 × × ○ ○ ○

339 美里 三郷 66 ○ 1 0 6 0 ○ ○ 防災運動会を実施したい

340 美里 南長野 57 × 2 0 8 0 × × ○ ○ ○

341 美里 北長野 46 ○ 1 0 10 0 ○ × ○ ○

342 美里 細野 38 ○ 6 0 4 0 × × ○
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343 美里 平木 47 × 1 1 18 6 × × ○

344 美里 中野 110 ○ 2 0 12 0 ○ × ○

345 美里 桂畑 30 × 1 1 4 0 × × ○ ○ ○

346 美里 家所 195 ○ 1 1 15 2 ○ ○
消火栓ボックスのホースの点検、劣化ホースの交換、防災組織体制を確立し
ている

347 美里 穴倉 89 ○ 3 1 12 1 ○ ×
津市消防隊の隊員による放水訓練、避難訓練、救助、通報、避難所開設等
の訓練に取り組んでいるが、大規模な炊出し等訓練は行っていない。

348 美里 高座原 45 × 1 0 6 2 ○ × ○ ○

349 美里 日南田 30 ○ 0 1 1 0 × × ○ ○ ○

350 美里 船山 14 × 1 0 3 0 × ○

351 美里 長谷山ハイツ１ 80 ○ 1 0 2 0 × × ○ ○ ○ ○

352 美里 長谷山ハイツ２ 124 ○ 1 0 4 1 ○ × ○ ○ ○ ○ 防災イベントとして、防災備品の展示等を行っている

353 安濃 山出地区自主防災会 40 ○ 1 1 9 2 ○ × ○ ○

354 安濃 岩城区自主防災会 55 ○ 2 2 12 1 ○ × ○ ○ ○

355 安濃 仲之郷区自主防災会 68 × 0 0 8 0 × × ○
当区は地区内を大谷川が縦断しており、台風時の出水に備えて一時避難所
として川沿いの住民のため公民館を開放している。今まで避難実績はない
が、近年の異常気象により心配している。

356 安濃 平尾自治会自主防災会 41 × 2 0 6 0 × ○

357 安濃 安部区自主防災会 63 ○ 1 1 6 1 ○ × ○ ○ ○ ○

358 安濃 生水区自主防災会 33 ○ 0 0 8 0 × × ○ ○ ○
２年に１回ほど防災訓練を年３回やるようしている。令和２年度は、専門家を
中心として計画予定

359 安濃 二子区自主防災会 39 ○ 0 0 5 1 × × ○ ○ ○ ○

360 安濃 前田区自治会自主防災会 26 ○ 1 0 4 1 × × ○ ○ ○
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361 安濃 岡南区自主防災会 52 ○ 0 0 7 1 × × ○

362 安濃 村主区自治会自主防災会 40 ○ 1 0 9 0 × × ○

363 安濃 井上区自治会自主防災会 66 ○ 2 1 4 1 ○ ○

364 安濃 神田区自治会自主防災会 14 × 1 1 5 0 × × ○ ○ ○

365 安濃 南神山区自治会自主防災会 28 × 1 0 4 0 × × ○ 世帯数が小規模ゆえ必要性を感じない。

366 安濃 前野区自主防災会 15 × 0 0 3 0 ○ × ○ ○

367 安濃 光明寺区自主防災会 21 ○ 0 0 5 0 × ×
ここ最近、防災への備えについては口うるさく区民にお願いしており、また、
区長として色んな会議に出席させていただき常に区民に情報を流しており、
今のところ訓練については考えておりません。

368 安濃 今徳区自主防災会 169 ○ 0 1 15 3 × × ○ ○ ○

369 安濃 妙法寺自治会自主防災会 40 × 0 0 6 0 × × ○ ○ ○ ○ ○

370 安濃 連部区自主防災会 34 × 1 0 5 2 × × ○ ○ ○ 防災用品の設置、ハザードマップ配布、避難場所、避難方法の説明

371 安濃 ヒーリングパーク自治会自主防災会 13 × 0 0 4 0 × × ○ 近隣の自治会と合同での作成を考えることになると思う。

372 安濃 安濃区自治会自主防災会 97 × 1 0 12 0 × × ○ ○
1.防災訓練（含消火）
2.消火設備・器具の点検整備（毎年年２回実施しております。）

373 安濃 清水地区自治会自主防災会 103 ○ 1 0 12 0 × × ○ ○

374 安濃 椿園自治会自主防災会 36 × 1 0 8 6 × × ○ ○ ○

375 安濃 清水ヶ丘自治会自主防災会 187 × 2 0 4 0 × × ○ ○ ○ ○ ○
過去（１０年程前）には防災組織があり、メンバーもいましたが、現在自治会
長を含め役員４名が２年の輪番制になっており、組織を立ち上げるのは難し
く、又組織を立ち上げても継続するのは困難です。

376 安濃 レインボー安濃自治会自主防災会 43 × 0 0 4 0 ○ × ○

377 安濃 野口区自主防災会 58 × 0 0 8 1 ○ × ○ ○ ○

378 安濃 戸島区自主防災会 96 × 1 0 20 × × ○ ○ ○ ○
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379 安濃 大塚区自主防災会 37 ○ 0 0 × × ○ ○ ○ ○ ○

380 安濃 荒木区自主防災会 40 ○ 2 0 9 0 × × ○ ○
可搬式（動力）消防ﾎﾟﾝﾌﾟの点検及び放水訓練を平成会が春・秋年２回行って
います。

381 安濃 粟加区自治会自主防災会 94 ○ 2 1 15 0 ○ ○
計画策定時期は未定ですが、その節は指導していただきますようお願いしま
す。

382 安濃 田端上野区自主防災会 118 ○ 1 0 7 0 × × ○ ○

383 安濃 東観音寺自治会自主防災会 58 × 0 0 0 0 × × ○ ○ ○ ○ 自警団９名で消火栓、ホース格納庫の点検、危険な場所の見回り

384 安濃 明合団地自治会自主防災会 445 ○ 1 1 32 9 ○ ○
・防災訓練参加者：役員33・ブロック班長30・子供会20・（防災隊）
・主な内容：避難・消火栓の使い方・消火ﾎﾟﾝﾌﾟによる放水・炊き出し等
・これから必要なことは避難所の運営訓練

385 香良洲 自主防災協議会香良洲支部 全 ○ 1 2 27 0 ○ ○
地区防災計画(津波編)をすでに作成しており、風水害編について、今後作成
を検討している。

386 一志 上井生自治会 66 ○ 1 0 7 1 ○ ○

387 一志 中井生自主防災会 55 × 2 1 7 0 ○ × ○ 防災訓練

388 一志 下井生自治会 24 × 1 1 3 1 × × ○ ○ ○ ○

389 一志 村出自治会自主防災会 32 × 1 0 2 2 ○ ○ 年１回消火による初期消火訓練

390 一志 片山自治会 39 ○ 1 1 6 1 × ○

391 一志 石橋自治会 54 ○ 2 0 7 0 ○ × 市の防災情報に従って行動する

392 一志 平岩自主防災 128 ○ 2 0 14 1 ○ ○
8月に平岩地区内で防災訓練（全戸へ依頼）
12月に平岩集会所で防災訓練（役員14名）

393 一志 東山自治会 37 × 1 0 8 0 × × ○ ○
防災に関しては機械、器具点検に留まり以前の様に、消火栓からの
放水も水道水の赤さび等の濁りから実施しておりません

394 一志 下之世古自主防災会 99 ○ 2 0 15 0 ○ ○
自衛消防隊による消火栓の点検を毎月行い年２回防災訓練を行っておりま
す。
防災ﾋﾞﾃﾞｵを年１回ですが鑑賞しています。

395 一志 一区自主防災会 54 ×（参考　平成２４～３０年度まで活用） 2 1 8 0 ○ ○

８年間継続して補助金を活用、応急救出機材、無線機、防災倉庫、救急セッ
ト、手押ポンプ、
炊飯用具等を整備した他、備蓄飲料水・食品を配備することができ大規模災
害に備えています。

396 一志 中村自治会 41 ○ 1 0 15 0 ○ × ○ ○
昨年より８月の地域出合い作業の後「炊き出し」を行い、
非常時の「食」の確保に努めています。
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397 一志 遠河自主防災会 38 × 1 1 7 0 × × ○ ○ ○ ○

398 一志 岩垣内自治会 25 × 1 1 2 0 × × ○ ○ ○ ○ ○

399 一志 上出自治会自主防災組織 49 × 1 0 7 0 × × ○ ○ ○ ○

400 一志 川原出自主防災組織 67 × 13 0 9 0 × × ○ ○

401 一志 野口地区自主防災会 45 ○ 2 1 7 0 ○ ○
波瀬地域合同で訓練している。
また、年1回炊き出し等兼ね会食している。

402 一志 若杣自治会自主防災組織 30 × 2 0 5 0 ○ × ○ ○ ○ ○

403 一志 井ノ口自治会 20 ○ 2 0 8 0 ○ ○

404 一志 室ノ口自治会 75 ○ 1 0 11 1 ○ ○ 波瀬地区（１１地区）全体における総合防災訓練

405 一志 西屋敷 44 ○ 1 1 12 2 ○ ○

406 一志 西川原自主防災隊 69 ○ 1 0 5 2 × × ○ ○ ○

407 一志 一志団地自主防災会 98 ○ 2

中止１
（コロナ
ウィルス
の為）

9 3 ○ ○

一志団地自主防災活動の計画を毎年総会時に決定する。また、令和２年３
月２２日に
地震体験者の派遣をお願いして、実施の予定だったが、コロナウィルスにより
中止となった。

408 一志 上垣内自治会 117 ○ 1 1 5 0 ○ × ○ 高齢化により参加者が少なくなっています。

409 一志 本里自主防災会 44 ○ 1 0 9 0 ○ ○
１．毎年消火訓練を行っている。
２．毎年消火器具の点検、補修、器具入れ替え等を行っている。

410 一志 奥方自治会 34 × 1 0 2 1 × × ○ ○ ○ ○ 高齢者が多く思うようにいかない。

411 一志 中屋敷自主防災会 72 ○ 2 0 6 3 ○ × ○
近隣２自治会との合同消火訓練の後、中屋敷独自で防災機器の点検
と使用訓練を実施。また、別途に備蓄食（３日分）の期限を迎えた
食料を活用して、炊き出し訓練・試食会を実施している。

412 一志 姫路自主防災会 230 × 1 0 5 2 × × ○ ○ ○ ○

413 一志 片野地区自主防災会 182 × 1 1 8 0 × × ○ ○ ○

414 一志 小山自主防災会 74 ○ 1 1 6 0 × × ○ ○ 他所の取組を参考に指導をお願いしたい。
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415 一志 小山台地自衛消防隊 129 × 1 1 7 3 ○ ○

416 一志 其村自主防災会 49 ○ 1 1 6 0 ○ ○ 防災訓練

417 一志 庄村自主防災会 150 × 1 0 13 1 × × ○ ○ ○

418 一志 虹が丘第1自治会 75 ○ 1 1 4 0 ○ ○
今まで消火栓ホースについて確認もしていませんでしたので、消火器・消火
栓ホースの有効期限確認の実施しました。ホースも30年たっていましたの
で、来年度で予算計上し購入予定です

419 一志 虹が丘２自治会 52 ○ 1 1 7 1 × × ○

420 一志 虹が丘３自治会 107 ○ 1 1 6 2 × × ○ ○

421 一志 高野自主防災会 500 ○ 1 1 1 ○ × 独自の防災マニュアルを作成しているため。

422 一志 高野団地野田自治会自主防災会 ○ 3 3 × × ○ ○ ○ ○ ○

423 一志 田尻区自主防災会 620 ○ 1 0 39 4 ○ ○
各種防災訓練への参加や、地域住民に対する
防災訓練の実施や講習会の開催等

424 一志 日置自治会 89 ○ 2 0 8 0 ○ ○

425 一志 其倉自治会 23 × 1 1 2 0 × × ○ ○

426 白山 山田野上出区自主防災会 25 × 6 1 × × ○ ○

427 白山 東町地区自主防災会 64 × 1 1 10 3 ○ ○

428 白山 大角区自主防災会 13 × 2 × × ○ ○

429 白山 瀬古区自主防災会 37 × 8 ○ ×
集会所での計画があるので、それに含めている。また、数年に一度、防災備
品の管理状況を点検している。

430 白山 白山台自主防災隊 370 ○ 2 7 1 ○ ○

431 白山 真見区自主防災会 19 × 1 6 ○

432 白山 垣内地区自主防災会 20 × 1 1 1 × × 若者がいない
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433 白山 ロイヤルタウン榊原自主防災会 16 × 6 3 × × ○ ○ ○ ○ ○

434 白山 古市自主防災会 36 ○ 1 1 6 ○ ○

当地区も高齢化に拍車がかかり、防災活動も難しくなってきておりいざという
時が心配なところです。最低年1回は防災訓練を実施いています。昨年10月
に白山消防署を招いて訓練をしました。ＡＥＤの取扱いは難しかったようで
す。

435 白山 的場区自主防災会 22 × 1 6 × × ○ ○

436 白山 岡区自主防災会 47 × 1 8 ○ × ○ ○ ○ ○

437 白山 茶屋南自治会 18 ○ 1 ○ ○

438 白山 市場区自主防災会 16 × 2 1 8 2 × ○ ○

439 白山 八対野四区自主防災会 35 ○ 2 8 × × ○

440 白山 北家城自主防災会 80 × 1 12 1 ×

441 白山 上野区自主防災会 28 × 1 8 ○ × ○ ○

442 白山 上ノ村地区自主防災会 71 ○ 1 12 ○

443 白山 大発苑自主防災会 80 ○ 2 10 4 × × ○ ○ ○ ○ ヘルメットの配布、消火器を設置。乾パンの配布。

444 白山 八対野五区自主防災会 50 ○ 1 14 ○ × ○ ○ ○

445 白山 中ノ村自主防災会 38 × 2 1 3 × × ○ ○ ○ ○ ○

446 白山 御衣田区自主防災会 14 × 1 8 ○ × ○

447 白山 馬場区自主防災会 20 × 11 × × ○ ○

448 白山 向居山出北区自主防災会 61 ○ 1 1 8 1 ○

449 白山 並木地区自主防災会 10 × 1 3 ○

450 白山 雲出台自主防災会 13 ○ 1 3 1 ○ ○
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451 白山 浜城地区自主防災会 36 ○ 1 4 ○ ○

452 白山 山出南自主防災会 31 × 2 3 1 ○ × ○
地域の中で防災意識が希薄であり、その必要性について認識が低い。そうし
た状況でリーダーの性急な計画立案では実効性に欠ける。故に現況では地
域に対して折につけての啓発啓蒙活動をしていく段階である。

453 白山 沖広地区自主防災会 51 × 1 1 3 ○ ○

454 白山 グリーンタウン榊原自主防災会 276 ○ 1 4 2 × × ○ ○

455 白山 山田野田中区自主防災会 37 × 1 1 ○

456 白山 八対野２区自主防災会 20 × 5 2 × × ○ ○ ○ ○

457 白山 南出自主防災会 67 ○ 1 9 1 ○ ○
９月２９日に日本赤十字三重支社担当者を講師に迎え傷病手当の訓練を実
施した。今後も継続していろいろなメニューを考えていきたいです。

458 白山 佐田連合自治会自主防災会 139 ○ 3 32 ○ × ○

459 白山 山田野下司名区自主防災会 23 ○ 1 1 8 ○ ○

460 白山 三ヶ野地区自主防災会 150 × 1 13 3 ○ ○

461 白山 閑城地区自主防災会 16 × 1 5 ○

462 白山 吹毛区自主防災会 18 ○ 1 1 3 × ×

463 白山 西徳田自主防災会 40 ○ 1 1 6 1 ○ ○

464 白山 中徳田自主防災会 42 ○ 1 7 4 × ×

465 美杉 太作自治会自主防災会 23 × 1 0 38 14 × ○

466 美杉 中津自治会自主防災会 26 × 1 0 3 0 × × ○ ○ ○

467 美杉 逢坂自治会自主防災会 14 × 0 4 9 0 × × ○

468 美杉 下前戸自治会防災会 14 × 0 1 2 1 ○ × ○
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１　自主防災組織の実態について（令和元年度）

２　地区防災計画について

469 美杉 山口自治会自主防災会 17 × 1 0 11 0 × × ○ ○

470 美杉 上垣内自治会自主防災会 19 × 0 0 2 1 × × ○ ○ ○

471 美杉 杉平東自治会自主防災会 12 × 0 2 7 1 × × ○ ○ ○ ○

472 美杉 脇ケ野自治会自主防災会 8 × 0 0 4 1 × × ○ ○ ○ ○

473 美杉 宮ノ下自治会自主防災会 15 × 1 0 3 1 × × ○ ○ ○

474 美杉 森自治会自主防災 16 × 0 0 5 0 ○ ○ １６軒の自治会なので、新堂地区の防災訓練があれば参加致します。

475 美杉 大野東自治会自主防災 14 × 0 0 11 1 × × ○ ○

476 美杉 払戸西自治会自主防災 10 × 0 3 5 0 × × ○ ○ ○

477 美杉 戸木自治会自主防災 18 × 1 0 5 0 × × ○ ○ ○

478 美杉 柳瀬自治会自主防災 23 × 0 0 17 0 × × ○

479 美杉 下出自治会自主防災 11 × 0 0 6 0 × × ○ ○ ○ ○ ○ 人が少なく役員をつくるのが精一杯である。

480 美杉 世古自治会自主防災 26 × 0 0 5 0 ○ × ○ ○

481 美杉 桜自治会自主防災 14 × 0 0 3 1 × × ○

482 美杉 寺村自治会自主防災 12 × 0 0 7 0 × ×

483 美杉 下出自治会自主防災 11 ○ 0 0 5 0 ○ × すでに提出済

484 美杉 杉平西自治会自主防災 12 0 1 2 0 ○ × ○

485 美杉 羽黒自治会自主防災 7 × 1 0 15 6 ○ ○

486 美杉 中野自治会自主防災 36 × 0 0 8 0 × × ○ ○



世帯数 地域防災力強化推進補助金の活用 防災訓練 研修会 役員数 うち女性 人手不足 ノウハウ不足 訓練へ結びつかない スタッフ不足 提出が不明瞭 提出不要 その他

３　その他　事例

防災活動の計画 地区防災計画の策定見込み

地域番号 地区防災計画を策定しない理由
自主防災組織名

（地区自主防災協議会）
（自主防災会）

１　自主防災組織の実態について（令和元年度）

２　地区防災計画について

487 美杉 不動之口自治会自主防災 19 × 1 0 7 3 × × ○ ○ ○ ○

488 美杉 瑞穂自治会自主防災 14 × 0 0 4 0 × × ○ ○ ○

489 美杉 中原自治会自主防災 16 × 1 0 7 0 × × ○ ○ ○ ○ ○
台風等で暴風警報が発令された場合、自治会集会所を一時避難所として開
設している。昨年の
台風１９号の時には２世帯３名の避難者があった。

490 美杉 庄屋出自治会自主防災 21 × 0 0 2 0 × × ○ ○

491 美杉 比津自治会自主防災 21 × 0 0 4 0 × × ○ ○ ○ ○ ○

492 美杉 伊勢地中央自治会自主防災 36 × 0 0 3 0 × × ○

493 美杉 元小西自治会自主防災 28 × 0 0 5 2 × × ○ ○ ○

494 美杉 下小田自治会自主防災 14 × 0 0 3 2 × ○

495 美杉 寺広自治会自主防災 6 × 0 0 6 1 × × ○ ○ ○ ○

496 美杉 梅ケ広自治会自主防災 14 × 0 0 4 0 × × ○ ○

497 美杉 瀬木自治会自主防災 25 × 1 1 8 0 ○ ○
全消火栓の点検実施

災害時用ポンプ式（井戸用）設置検討

498 美杉 下登自治会自主防災 10 × × × ○

499 美杉 西河自治会自主防災 10 × 6 4 × ○ ○

500 美杉 上市場自治会自主防災 16 × 2 1 × ×

501 美杉 立花自治会自主防災 13 × 0 1 10 2 × × ○ ○

502 美杉 大野中自治会自主防災 14 × 0 0 2 0 × × ○

松の木砂防をしていただき大きな不安は無くなった。
しかし、生活圏内の樹木が、今後増々管理不十分となることも予測されま

す。
台風時に倒木、流木となり、災害が甚大になるのではないかと心配します。

503 美杉 南自治会自主防災 10 × 1 0 9 2 ○ ○

504 美杉 宝生自治会自主防災 13 × × × ○



世帯数 地域防災力強化推進補助金の活用 防災訓練 研修会 役員数 うち女性 人手不足 ノウハウ不足 訓練へ結びつかない スタッフ不足 提出が不明瞭 提出不要 その他

３　その他　事例

防災活動の計画 地区防災計画の策定見込み

地域番号 地区防災計画を策定しない理由
自主防災組織名

（地区自主防災協議会）
（自主防災会）

１　自主防災組織の実態について（令和元年度）

２　地区防災計画について

505 美杉 昭和自治会自主防災 15 × 0 0 7 0 × × ○

506 美杉 下神河自治会防災会 11 × 0 1 1 0 × × ○ ○

507 美杉 小松自治会防災会 13 ○ 1 1 2 0 ○ × ○ ○

508 美杉 払戸東自治会防災会 7 × 0 4 7 0 × × ○ ○ ○

509 美杉 小原自治会防災会 38 × 0 0 2 0 × × ○ ○ ○

510 美杉 三谷自治会防災会 28 × 2 0 7 2 × × ○

511 美杉 掛之脇自治会防災会 20 × 0 0 10 0 × ×

512 美杉 山本自治会防災会 10 × 1 0 4 0 × × ○ ○

513 美杉 大洞自治会防災会 3 × 0 0 × × ○ ○ ○ ○ ○

514 美杉 東下自治会防災会 14 × 1 0 1 ○ ○ 年１回の消火栓の点検及び実施を女性を中心に行う。

515 美杉 比河自治会防災会 18 × 0 0 8 0 ×

516 美杉 掛田自治会防災会 8 × × ○ ○

517 美杉 上村自治会防災会 15 × 1 0 5 1 × × ○ ○

518 美杉 持経北自治会防災会 8 × 0 0 2 0 × × ○ ○

519 美杉 上殿北自治会防災会 18 × 0 0 4 3 × × ○ ○ ○

520 美杉 下市場自治会防災会 18 × 0 0 1 0 × × ○ ○

521 美杉 西俣自治会防災会 13 × 0 0 × × ○ ○ ○ ○
過疎化・高齢化の進んだ小さな自治会なので、単独での計画は難しい。

大字（丹生俣区）での防災訓練等には参加している。

522 美杉 上組自治会防災会 20 × 0 0 4 1 ○ ○ 丹生俣地区で「土砂避難計画」を平成28年に作成しました。



世帯数 地域防災力強化推進補助金の活用 防災訓練 研修会 役員数 うち女性 人手不足 ノウハウ不足 訓練へ結びつかない スタッフ不足 提出が不明瞭 提出不要 その他

３　その他　事例

防災活動の計画 地区防災計画の策定見込み

地域番号 地区防災計画を策定しない理由
自主防災組織名

（地区自主防災協議会）
（自主防災会）

１　自主防災組織の実態について（令和元年度）

２　地区防災計画について

523 美杉 前原上自治会防災会 7 × 1 0

524 美杉 非浦自治会防災会 7 × 0 2 1 × × ○ ○ ○ ○ ○

525 美杉 市場下自治会防災会 13 × 0 0 6 2 × × ○ ○

526 美杉 中村下自治会防災会 8 ○ 1 1 4 1 ○ × ○ ○ ○

527 美杉 須郷自治会防災会 22 × 1 0 4 2 × × ○ ○

528 美杉 波籠自治会防災会 23 × 0 0 5 2 × × ○ ○ ○
八幡地区の防災訓練等には参加しているが、自治会独自で

防災計画は立てていない。

529 美杉 市場中自治会防災会 7 × 1 0 4 0 × × ○ ○ 机上の空論はしない！！

530 美杉 宮ノ本下自治会防災会 9 × 0 0 4 0 × × ○

531 美杉 中野自治会防災会 12 × 0 0 6 0 × × ○

防災訓練は、消火栓からの訓練を時々している。
台風、大雨の時は予報を見て一時配備が出たら会長から副会長へ連絡、役

員を召集
移動不自由な方は乗せ合い、しゃくなげ会館へ避難します。

この地区は、生命線である中野橋一本なので孤立する恐れがあるため

532 美杉 西ケ広自治会防災会 15 × 0 0 4 0 × × ○ ○ ○

533 美杉 市場上自治会防災会 20 × 1 2 4 1 × ○ 携帯用粉末消火器の取り扱い方法の指導（特に女性）のお願い。

534 美杉 下組自治会防災会 12 × 0 0 5 0 ×

535 美杉 小津自治会防災会 11 × 0 0 6 3 × × ○ ○ ○ ○

536 美杉 町屋自治会防災会 27 × 0 0 5 0 × × ○

537 美杉 谷町自治会防災会 23 × 0 0 2 0 × × ○

538 美杉 野登瀬自治会防災会 10 × 1 0 4 1 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

539 美杉 漆自治会防災会 12 ○ 1 0 4 2 × × ○ 年老いているので何も計画出来ない。 水道の消火栓から水取れる用にホースと筒先購入して 防火用具箱に治めてある。

540 美杉 六田自治会防災会 19 × 0 0 4 0 × × ○



世帯数 地域防災力強化推進補助金の活用 防災訓練 研修会 役員数 うち女性 人手不足 ノウハウ不足 訓練へ結びつかない スタッフ不足 提出が不明瞭 提出不要 その他

３　その他　事例

防災活動の計画 地区防災計画の策定見込み

地域番号 地区防災計画を策定しない理由
自主防災組織名

（地区自主防災協議会）
（自主防災会）

１　自主防災組織の実態について（令和元年度）

２　地区防災計画について

541 美杉 中之世古自治会防災会 5 × 1 0 4 0 × × ○ ○ ○

542 美杉 小田自治会防災会 7 × 0 0 2 0 × × ○ ○ ○

543 美杉 下之世古自治会防災会 11 × 0 0 4 0 × × ○

544 美杉 上村自治会防災会 14 × 0 0 3 0 × × ○

545 美杉 上出自治会防災会 17 × 0 0 6 0 × × ○

546 美杉 寺脇自治会防災会 14 × 0 0 6 0 × × ○ ○ ○

547 美杉 南出自治会防災会 12 × 0 0 5 0 × ○

548 美杉 萩原自治会防災会 10 × 5 1

549 美杉 宮崎自治会防災会 14 × 0 0 6 0 × × ○ 高齢者及び女性一人家庭が多いです。

550 美杉 飯垣内自治会防災会 26 × 0 0 4 0 ○ × ○ ○ ○ ○ 防災訓練を計画しても、住人の高齢化及び1人世帯
が多く他の行事も多いためなかなか実行までいかない。

551 美杉 東上自治会防災会 17 × 1 0 11 6 ○ ○

552 美杉 江後中尾自治会防災会 23 × 1 0 4 0 × 年一度ホース点検を行っている。

553 美杉 北垣内自治会防災会 10 × 1 1 10 1 ○ ○

554 美杉 持経自治会防災会 58 × 1 1 6 2 ○ ○ （１）災害情報の早期取得と関係者への報告
（２）定会等での情報交換台風等への備え等


